
『大阪平野＝改変され続けた土地と川』

大　橋　　　健

古都といえは、まず奈良、京都が浮かぶ0だが、It】代に難波如堰かれた大

阪もまた古都である。

歴史のJ】▲さにおいて、大阪は奈良、京都に決して劣らない。中日十、近世そし

て近・現代においても大阪は活力に満ち溢れ、常に日本の中心舞台のひとっで

あり続けている。

こうした事実は大地の上にも鮮明に刻み込まれており、大阪平野の地形の重

要な特色をなしている0そこで、物理的な地形変化だけでなく、大阪平野にお

いて人々がとのように地形を改変し、制御してきたか、そしてそれぞれの時代

のなかで地形環境がとのような役割を演じ、変化してきたかということを中心

に検証してみることにしよう。

本稿は、2002年度にスタ【卜した本学教道都のリレー科目「河内判のなか

で展開した＜地形と河川＞の一部である。

2．地形・地質の概観

1）大阪平野と大阪盆地

大阪平野は、人阪湾糾中心に周辺を取。巻く山地、丘陵・台地を含む大阪盆

地という地質構造のなかの一部分を■上■めている偶1）。

人阪盆地は中生代以前の娃盤岩如かっくる凹地とその比載る被覆屑「新生

代の鮮新・更新層（大阪層群）および第■楓後期の段丘層、沖楕屑から構成さ

れている。
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『大阪平野＝改変され続けた十地と川』（人橋）

図1：大阪盆地とその周辺の地質図（水野ほか、1996）
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図2．大阪湾盆地の地質・地形東西模式断面図（市原実、1996）

－2　－



『大阪平野＝改変され紬ナた土地と川』（大柳

盆地の概形は－1部人阪屑群（■憫更紆世の稚積後に起こった六甲変動と呼

ばれる地殻変軌こよ←〕てつくられた∪西南日本を東西方向に如、つていた第二

瀬戸内海の東縁部に東西からの止縮応力が加わり、近畿申央部の特徴的な地形

構造一雨」ヒ性の山地・盆地か交加こ、一帖－か成長した0それぞれの地形の境界

には断層が発達した（凶2）。

大阪盆地の東部はさらに上町台地を載せる南北方向に丁甲山丘陵に伸びる隆

起地塊によって耶2つの盆地に分けられる0西側の狭義の人阪湾盆地と東側

の河内盆地である。

河内盆地はが端を壕的山地に限られた地溝性の構造盆地であり、南方の和泉

山脈山麓にかけて大阪屑群や段丘層からなる丘陵・台地か広い面積を占め、全

体として」ヒ方へゆるやかに低下してゆく〇一一万、北縁まNE方向の有馬・高槻

構造線（ATL）によって」ヒ裾山地と区切られ、その山憎には千里山丘陵を除け

ば丘陵・台地の発達が不良である。

楕円形の平面形をなす大阪漕盆地の北東延長方向に続く淀川低地帯の地Fに

は伏在断層が推定されている。

大阪平野を取り巻く年的・金剛山地、」ヒ腐山地、和熟l㈲まいずれも多様で

複雑な地質構造をもっ0それにもかかわらず、700～900mのなだらかなスカイ

ライン（山頂小起伏面）を小し、第‾紀未の広域な侵食作用を受けた後に変付

したものと考えられている。

地場性山地の「昇に伴い山麓邦には■H海底や湖底に堆積した末凝固な地層

（大阪屑那）が一緒にもちあけられ、傾いたり断屑で切られた地層がその後に

侵食されて起伏に冨んた楓封00～300mの丘陵地帯を形成している。

一方、盆地の申心部は沈降し、そこに厚さ1000メートルを越える新しい地層

が次々と重なっているUいわゆる造盆地運動と呼ばれるものであり、この変動

は現在も継続している。

第四紀には気候変化に呼応した氷河性海面変動が歪合し、山地や丘陵を刻む

河川潜いには唯椴と侵創乍川が繰り返した0その結果、河川沿いには河岸段丘

が、海岸他称こは海岸段上Tか発達した0堆楕面が保存されているこれら新期の

段丘は標高30～100mの台地の地形右耳する。
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『大阪平野＝改変され続けた土地と川』（大橋）

現在の河谷沿いと中下流部には河川の氾掛こよってもたらされた扇状地・自

然堤防・後背湿地・三角州なとからなる沖積低地が広がっている0新旧の海岸

線消し、には砂州や砂堆、潟湖なとが見られる。通常、大阪平野と呼ばれるのは

これらの部分を指す。

2）地盤高分布

大阪坪野は一見して低乎な地形であるように思われがちである。だが、1メ‾

トル毎の等高線で描かれた地盤高図（図3）を見ると人阪平野は起伏に富んで

おり、決して平坦ではない。

回申で、まずrj口されるのは、中央部を南」とに伸びる上町台地からその北方

の千里山丘陵を結んだ線を境に東側の内陸部（東大阪平野または河内平野）と

西側の臨海部（西大阪、F野）が全く異なった地形の特徴（東西の地域差）を示

していることである。

淀川低地を挟んで、北側と南側の地形の対照性、すなわち南北の地域差や西

端の幾何学的な海岸線の様子も特筆される。

地盤．司と主要河川の河道との関係を見ると、淀川の現河道は必ずしも地盤の

最低所を流下せず、上町台地北端に沿って伸びる微高地を横切って一直線に大

阪湾に注いでおり、右岸に平行する、蛇行の著しい神崎川の村道がむしろ自然

流路に近似している。

′＝狗両地を竃流してきた大和川は、石川との合流点付近から地盤高と無関係

に河内平野南部の丘陵地帯から上町台地を東西に横断して一直線に流下し、堺

で大阪湾に往く。

何軒l′野の等．笥綿の配列を見ると谷口の柏原付近から北西方向に扇状に広がっ

ており、かつて、大和川が」ヒ方へ流れていたことが一一目瞭然である。そこを放

射状に伸びる舌状の高まり（自然堤防・lR河追群）は通常の平地河川と異なり、

平野のなかの高い部分が河道となっている。そこが、いわゆる典型的な天井川

地帯であることを小している。

河内平野の北部から淀川／．二岸の低地にかけては0メートル地帯がひろがり、

そこが排水不良な低湿地帯をなしていたことを物語っている。海抜2メートル
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『大阪平野＝改変され続けた－1二地と川』（大橋）

図3　地盤高図（等高緑は1m毎に表現、国土地理院、1986）

以下の低地は大東市から東大阪市の東臥生駒山地の酪付近にまで広がってい

るロこの地区の河Hl群は10キロ以」一も内陸に位卍しながら感潮河川となってい

る。

IR人和川や何軒†′野北部の低湿地婿の排水河川である寝鼠日はかって、古川
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『大阪平野＝改変され続けた上地と川』（大橋）

と共に淀川左岸の支流のひとつであった0現在の第二樟馴lの流路は淀川と分

離されL即台地の北側で地盤高の高い部分を横切ってIR淀川の本流であった大

川（人工河道）に合流している。このように地盤高に示される白然地形と河道

の位置の石盤合は大阪平野の特色のひとつといえる〇

両大阪平野ははとんと標高が3メートル以下であり、淀川河［］付近には1メー

トル以下の地帯が広い区域を占めている。ここは地盤沈下が著しい地区である0

臨海那では自然海岸がほとんと消失してしまっている口幅5～10キロの地区

は丁拓や埋め＼・仁による江戸期以降の人工造成地である0このような海岸の人1二

造成地は人阪平野の全面砧の約4分の1を占め、人1億屋の耐象上にもはっき

りと読み取れる。

淀川ィ．（北）岸には本流の氾濫原地帯とさらに北側の北鰍1側から流下する小

河川群がつくった谷底平野・扇状地性低地が並んでいる。氾濫原はかつて水害

常襲地帯を形成しており輪中（閑堤）、段倉（水屋）、島畑、環濠なとの景観が

最近まで残存していた。

3）地形地域区分・地形分類図（図4）

大阪平野はかつて海（湾）であったところが、湾口に砂州が発達した結果、

関税され、その閉ざされた湾内が周辺から流入した河川の土砂で埋められて

（堆積作用）できた沖積低地である。

大阪平野のなかで最初に形成されたところは東大阪平野（河内平野）である0

北東から淀川が流下し、その氾濫原・デルタが前進した。淀川は流域規模が

Ii大であるのにもかかわらず上流部に近江盆地・亀周盆地・京都盆地なとが発

達しているためそこに大都分の砂礫を堆積してしまった結果、下流の人阪平野

には細粒の十秒のみを運び、極めて緩勾配で蛇寺jと中州の形成が著しい。

人和川が南から東大阪平野に流卜している。生駒山地を横断してきた人相川

は粗い大量の砂を運搬し、谷口に扇状地性低地を形成している。淀川と比較す

ると傾斜が比較的大きく、直線的河道をなしているのか特色で、堆積域が北方

に移動してゆくのにとらない扇状地面の卜を延長河川が発達し、巨人な自然堤

防帯を形成している。天肘†＝まその上に2次的に形成されたものである0
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図4：大阪盆地・大阪平野の地形分類図（大橋健、2004）

1山地・口腔　　　高位段斤　　3　中村蝕丁　　　低付段丘

5　谷底1′野・局阻出　　　仙監原・後背緑地・＿刊州璃棚性低地
7　甘黙堤防・砂場　81順以Hりの刊い岬立地　9　明治以降の埋立地

10　旧rnJ道　11笥深緑（rn）

河内、卜野の等高線の配列を汗Rすると、桐原の谷口を要として放射状に広が

る自然堤防椚（旧河道）と5m付虻での傾斜の変換郡が注目される。扇状地

性低地にかぶさりながら廿黙堤l附帯がム■ロ川や長瀬川、、tろ野川なとの支流にrn

い放射岨こ延びている。

河問地の後背湿地滞明地卜から集落跡や耕地の遺構尤とが検汁ほれており、

歴史時代の上位稲城の北カへの移動と河道延長が原因となり氾濫が繰り返したこ

とが解る0そこでの′‖J道の人捌勺旧凪こともなって中世末以降、急速に天井川

化が進行した。
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『大阪平野＝改変され続けた土地と川』（大橋）

運搬土砂の竃や性質の違いや位置により、さらに形成時代により沖積低地の

微地形には人きな地域差が生じて来る。

これまで、大阪平野全体を対象とした大縮尺の地形分類別ははとんと作成さ

れていない。同十地理院が作成した一七二地条件図（25力分の1）、国土庁の‾目地

分槙図（57了分の1）、建設省の水害地形分類図（25万分の1）は数少ない労

作である。ただし、そこで用いられた分類基準は平野の地形の成因や発達史を

必ずしも十分踏まえたものではない。

時代とともに地形は変化し、地形環境の役割も変化する。地形分類は目的に

よってさまざまな分類基準が必要となってくる。

比較的多くの作業が試みられている河内平野の地形分類の成果を比較しても、

水害や土地利用なととの関わり、現在の地形を重視したもの、純粋に地形発達

史を重視したもの、考古学的な時代（同時性の空間的ひろがり）を重視したも

のなと多様である。

現在の地形と過去の地形（成因的分矯）を区別し、低地の形成過程と人間活

動の関係を分析したものも見られるが地区による精度の差が大きい。

中央郡の巌低所の部分がラクーン（潟湖）・池沼、低湿地　潟湖性低地・後

背湿地、盛り土地なと作成者により異なった地形彗りとされており、不統一であ

る。また南部の低地についても扇状地性低地と明記したものがほとんと見られ

ない。

人間活動との関係を重視する時、微細なスケールに終始し過きるとかえって

本質を見失う危惧がある。総合的な判断が必要であり、地域研究には微地形の

分類よりも地形地域区分がより適切である場合がある（実際上の問題として改

変が著しくて微地形分類は閑難）。

国土地理院発行の地形分類図、土地条作図をみると大阪平野は自然堤防と谷

底平野を除いた二剛・卜l・後背湿地の部分のほとんとが「盛土地」として分頬さ

れている。すなわち、人工改変地がほとんとの部分を占めている。この事実は

大阪平野の微地形が人間活動と不uJ分であることの反映といえる。

大阪平野の地形地域区分は中央部を南北に伸びる「上町台地」を矧こ「東大

阪平野」（河内低地）と「丙大阪平野」の2つに人きくに分けられる。
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『大阪平野二改変され続けた土地と川』（大橋）

既往の地形区分岡（国土地理院）では、人阪、凹勤ま〔抽∫内低地、②淀川低地，

③⊥町台地、仲人阪海岸低地、⑤難波紗稚および吹田砂唯、⑥人阪湾岸人「造

成地（埋め立地）の6つの地形l亘に区分されている。

上町台地

大阪の市街地を繭から北に張り目す上町台地は標高が20メートル前後で、中

位段丘に区分されている0周辺が5メートル以卜であることに比へて高位置を

占め、大阪て1′野のなかで古代以来一度も水没したことがない。地表面を構成す

る地層は約9～13ノ｝年前の最終問氷期の海底に堆楕した「町屑〔海域面）で、

下位の大阪屑群を不懲合に覆っているロ台地の東獅両側は断抑こよって区切ら

れている0700メートルの厚い人阪層群を載せている甚盤は西側の上l■け断層を

掛こ800メートルも落ち込んでおり、L町山は地下に約1500メートルも欝えて

いる（図5）。

台地上では旧石器遺跡が検出され、大阪平野のなかでも適も11くから居住が

見られた0舌代に住吉宮、難波京、四天王寺なとが措かれ、この台地はまさに

大阪発祥の地である。

巾世には台地」ヒ端に石山本願寺や大坂城か築城され、卿代ではオフィス街や

交通ターミナルが立ち並ぶ大阪の心臓部をなしている。

大阪の地名のルーツが大坂であることは周知のところである。たしかに上町

台地の西綾部には坂のつく地名が多い0南から北へ、逢坂・大神坂・清水坂・

図5　上町台地の地形・地質断面図（那須・樽野、1980）
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『大阪平野＝改変され続けた上地と川』（大橋）

愛染坂・口鋼板・学園坂・源聖寺坂・真言坂・法円坂なとの急坂である0この

急性帯の成因は断層崖ではなく海食崖である。そこは、縄文海進期に大阪湾の

波が洗う海岸であった。

1判断層はま　車から岸和田まで南北に42km、市内のと貞んLPを走る活断層

であり、最近の所動度評価の結果では30年以軸こ再析動する確率は3％とは口

されている。

難波砂堆とそれに続く天満抄堆・吹田砂堆

この海岸線に射って侵食された砂が北方に運搬されて上町台地の北端部にお

いて河内湾豆かこ推潰した結架形成されたのか難波砂姫とそれに続く天満砂堆・

吹田砂椎である。

次々と発達する数列の砂州・砂堆列の間には南北に細長いラクーンが発達し、

「、怖び浜」の特徴を宣していた。

東大阪平野

前節2－（3）で詳述したので重複は避けることにする。

南北竹の地溝盆地で、さらに両部の大和川低地、北部の侵屋川低地・淀川低

地、／ヒ駒山踊麓」二石流扇状地・緩扇状地掛こ紬区分される。

西大阪平野

さらに大阪海岸低地と大阪湾岸人工造成地（埋め立）に区分される。

大阪海岸低地

主として淀川の堆積作恥こよって形成された低地でテルタおよび干拓地なと

の人‾l二進b封也である。その範閑は天満・吹田砂州より西側、西方は神崎川を境

に武庫川低地に続く。

淀川河「＝こ形成された低地は「難波八十晶」といわれた。大小の砂州が形成

され、淀川の堆枯作用が進むにつれてこれらの砂州間が埋め立てられて陸化し

てきた。17叩紀初期からはデルタ内の沼沢地や、前血の繋陛化されないで残っ

ていた砂州の十拓による新Hl開発が行われ、次々に外郭堤を築いていくことに

よって、十地が海側へ拡大されてきた。

大阪湾岸人工造成地

淀川河口南部から大和川何日の北部に至る海岸一一掃で、人阪港の範囲とほほ

10－



『人阪平野＝改変され続けた十地と川』（大橋）

▲致する0この地域は旧淀川の流路であった安治川、木津川などの河口部に形

成された肇けいl側面の地域で、江川喜代に行われた丁抑こよる新川開発により

隣化した地域とその地先である。

大阪港の埋立は明治3昨以降、築湾一割こ付随して始められ、その後、二次、

一二次重化学－†二業発矧こィ、【そって、臨海＝1二業地域の造成を促し、大規模な埋立が＝

われた0造成年代は康J4にホすように、昭和4昨代、50句二代が多い。全体の痴

精は940haに通しており、現在造成中のL地が完成すると1560haになる。

大阪港の埋立地は、人相‖南部の別、関北地が、重化学」業用地として利用

されているのに比へて、埠頭、倉庫、岸壁なと内外交易のための商業施設がそ

の人半を・11めているDこの理止地は満潮なとの災害を考慮して2～3mの高し、

盛上がなされている。

江戸期以降、大阪断岸において措発な十地造成が行われた結果、現在では自

然海岸がはとんと消失してしまった。

3．大阪平野のおいたち（地形発達史）

第四紀後期の大阪ヰ勤行）占地理の復ノL作業が進み、近年ではかなりリアルな

地形発達史のイメ【ノが描けるようになって来た。

凶6は最終氷期以降を4つのステーンに分けてホしたものである。

1）氷河時代にはなかった大阪湾＝古大阪平野

もっとも寒かった約27作前、人阪は山地に閉まれたl了腰と台地・段丘の間

を淀川や大有りFlが流れる盆地だった。

2万年前のウルム最盛期（極寒瑚）には大陸氷河の拡大にともない世界の海

水面が100メートルも低下していた0、畑fの軌刊紬ま乾陣化しており、紀伊

水道付近まで後退した海岸線にむか←）て陣化した人阪湾の底で．■㈲l仲1㌧武庫

川、・州石川なとが合流して南方へ流れていた。大阪Jl′野のあたりは谷に刻ま

れたItl酎也滞となっていた（l冥16A）。その後の温暖化（気候の鞘射にとも

ない徐々に溢水而が回復し、内陣の河谷、さらに丘捌也抑こ海進か起こった

－11－



『大阪平野＝改変され続けた土地と川』（大橋）

図6A～D：大阪平野の古地理復元図（趨・松田、1999）

図6A　最終氷期の古大阪平野（過・松田原図）
もっとも寒かった約2万年前、大阪は山地に囲まれた丘陵と台地・段丘の問を淀川や大

和川が流れる盆地だった。

図6B　縄文海進高海水準期（五千数百年前）の河内湾（松田・別所原図）
高槻・枚方付近は淀川の広い河口で砂州が発達し、大和川は南東から河内湾に分流して
そそぎこみ、小さな自然墳防や＿二剛叶をつくっていた。L町台地は半島状に海に突きだ

し、河内湾と大阪湾を隔てていた。

ll■





『大阪平野＝改変され続けたL▲地と川』（大橋）

（図6B）。

2）縄文海進高海水準期（5干数百年前）以降にできた大阪平野

高槻・枚方付近は淀川の広い河口で砂州が発達し、大和川は南東から河内湾

に分流して往き込み、小さな自然堤防や一角州をつくっていたDl町台地は半

島状に海に突き出し、河内湾と大阪湾を隔てていた。

5†数百年前の縄文海進高海水準期（ヒプシサーマル）には＋3～6メートル

の海水面の「打力、起こり、海岸線は淀川沿いでは高槻や枚カィ、憶まで、束は生

駒山瀧から八尾巾付近まで拡大し、古い海原（河内湾Ⅰの時代）が広がってい

た（図6C）。貝塚の分布は縄文時代の海岸線の位置を表している0

汎世矧町軋晰可性海面変動に呼応した河川の堆積作用が盛んになり、河内湾

は徐々に埋めたてられてゆき、古大阪平野時代の起伏＝最終氷期のR一と谷は沖

煩層で埋められていった（河内潟の時代＝縄文lい期から晩期）0

3）縄文時代後期（約3500年前）から晩期（約3000年前）に発達した河内潟＝

河内潟の時代

かっての河内湾は、淀川、大和川によって運ばれた⊥砂で埋積され、小さく

なった。また、上町台地先端の砂噴がのひ、水域がさらに閉ざされ、それとと

もに海水と淡水が混じりあう汽水の湖に変わっていった。東大阪市南部の八尾

巾北郡には、広い卜潟が発達した。

4）河内湖Ⅰ・Ⅱの時代（弥生中期から古墳時代）（図6D・図7）

弥生中期の河内湖＜縄文時代晩期初頭に海水準が下がり、その髭轡でH町台

地先端の砂喝はさらにのひて、河内の水域はほとんと閉ざされた淡水湖になっ

た。縄文時代晩期の後半から弥生時代には、再びrl肺がと男して水城が広がっ

た。湖の静水域に向かって淀川や大和川の自然堤防地帯が拡大していった〇一

月、卜町台地の西側には浜堤が発達した。

弥生時代の初期稲作と低湿地の地形環境については、多くの遺跡発掘現場で

確認された埋没集落や排他等が繰り返し発生した水害、水との闘いの跡を物語

1′1－
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『大阪平野＝改変され続けた土地と川』（大橋）

る。

5）大阪平野Ⅰ（平安時代～室町時代・江戸時代初期）

人川のテルタが大阪矧こ発達し始め西大阪平野が出来た時代0沿岸砂州の緑

までを大川・Ll■酬l・神崎川なとが埋め尽くしてゆく。大川卜流は土佐酬い

掌良川・旭川なとが分流し、中の島や掌島の中洲が形成された0テルタの前身

となる中州・砂堆・河口州は姫島・歌島・竹島・加島・大島・御幣島等の地名

として今もその名残をととめている。

6）大阪平野Ⅱの時代（室町時代から江戸時代初期以降）

各河川が沿岸砂州繰をつきつきと突破すると河口部にテルタの発達が活発化

した。上流部の河内平野がほとんど埋積されつくし上流からの土砂の流出が増

大したからであり、現代の大坂平野の時代となる。この時期以降、低地や河川

さらに海岸における地形の人t改変に拍車がかかる。

淀川から分離された（江戸時代中期、1704年）新大和川の河「1郡にも新い、

テルタが発達した。沿岸州のなかの低湿地は埋め立てられ、村や町が進出し、

大坂城築城以降は多数の堀川が開削され、そこに沿って新市街が形成された0

淀川テルタの前面では干抑こよる土地造成がさかんになり新田開発が急ピソチ

で進行した。

明治以降には工業化にともない、埋立による用地造成や港湾施設がつきつき

と人阪湾へ練り広がり、とりわけ戦後の高度成長期には「産業の海辺」、さら

に最近では咲州や舞洲なとオフィス、住宅地、ミュンアム、トレディンクセン

ター、海遊舘、スポーツ施設、集客施設なと次代の大阪を杓う機能が進出し

「交流の海辺」の様相右端ひてきている。さらに沖合いの水深一20mにかけて

大阪湾の2分の1の面積の仁人人工島－「コスモアイルス」を造成する構想が

華々しく公表された時期もあったが実現していない（関8）。
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『大阪平野＝改変され続けた十地と川』（大橋）

馳駆讐警警ヲ悪妻

堅甲第三港湾軸局構想

E］既定計画

図8　大阪湾海上都市のグランドデザイン（産経新聞）

4．つくり変えられた土地と川

1）土地造成と地形環境の変化

①　人間による地形環境の改変

人工地形改変は3っのタイプに分けることができる。

まず、河川に対する働きかけであり、そのR的には農耕地の拡大と安定化、

政治（軍部的役割、運輸・交通の発展など時代や地域によって異なる。

つきに、農業的土地利用による改変が挙けられる0条里地割りの分布から古

代の河内斗′野の耕地の広がりや集落が復元できるたけでなく、その後の地形環

境の変化が追跡できる0開発された新出の分布から沼沢地の位置や形状、古い

海岸線の位置なとが辿れる。低地抑日で行われた河道国定の試行錯誤は水害の

歴史と切り離せない。

－17－



『大阪平野＝改変され続けた」二地と川』（大橋）

さいこは、都市的土地利卿こよる改変である0特に後背湿地やIR河退なと水

害危険地帯の急速な住宅地化はそこにおける水害型の変化一外水型（破堤）か

ら内水（都市型）災害へ一の背景となっているD

海岸の埋め立てによる工業用地なとの造成、地下水の過剰揚水にともなう地

盤沈下、地形環境の変化なとが好例である。

占代にも大規模な地形改変は見られたが、強力な地域の支配勢力の登場する

申l町末以降において、さらに近代国家の成た後には規模、速度が大幅に拡大し

た。

②　地形環境と土地利用の変化との関係

立体化（高層化と地下化）、都市周辺地帯では低湿地なとを中心に急激な住

宅地化、工場地帯の進出が見られ、スプロール現象が著い、0

111地・丘陵へ波及、特に平野の周縁部を占める丘陵地鞘は水利条什にめくま

れないために耕地化が遅れ粗放的＿l地利用が行われており地価が低廉で、比較

的広大なまとまった用地が得やすく、かつ未凝固な大阪層群から構成されてい

るため造成単価が安くあがり、工事が容易なことから大型こユタウンなとの造

成が盛んである（図9）。

箋訝　結

図9：大阪府での市街地の拡大（土地保全図　大阪府）
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『大阪平野＝改変され続けた上地と川』（大橋）

E冠詞1969年6月24日～25日

圏1952年～53年水害常習地

顔竪－965年～6時相常水地

③水害型の変化（図10）

河内平野の水害は破堤型から内水型

（都市型）へと変化してきている。

その第1次的要因として、地質構造上

の沈下地域であることが挙げられ、最近

では地下水の過剰拐水にともなう地盤沈

卜が重視され、低湿地性を拡大する方向

に人間の力が加えられている。

第2次的要因として、大和川の付け替

えと淀川の連続高堤防の完成の影響であ

る。

2大r・寸川の堆稲作恥こよって出来た平

野がその進化過程を中断してしまった。

さらに、第3の要因は、低湿地への住

宅地の進上」iである。白然環境の諸特性の

十分な認識が欠如した結果である。

④　海岸から海上都市へ。

明治以前の海岸地帯の干拓や埋め立に

よる十地造成（新田開発）は水深－5m

図10・寝屋川流域の浸水状況・　より浅いところが対象となっていた。し

水害地域の変遷（大矢雅　かし、明治以降の主として伽＼丁による
彦、1991）

工業用地造成や港湾施設造成は－10m、

さらに高度成長期以降は－20mの水深のところに人工島なとがっさっきと造

成されている日間ソ仁の建投はその先駆的なものであり、まさにへイェリア開発

と呼ぶにふさわしい趨勢にある。

④グローバルな視点から大阪平野の地形環境を見直すことも重要である。

図11は近年の地球温暖化にともなう汎世界的な海水準の上昇現象と大阪湾岸

地域の被害予測図であるo EPAの用測モテル（ソユミュレー／ヨン）では

2100年に世界の海水面・計度は十345mに達する0もしそうなるとしたら、大阪

－19－



『大阪平野＝改変され銑けた土地と川』（大橋）

＿ミ　　　L　　　ゝ＿　二：“　　h　　　ミ　　：二・二　　　∴　　　＝二　　・一

大阪盆地における予測されている地殻沈降にともなう海面上昇モデル

図中m〕Aはアメリカの環境保護庁，1PCCは気候変動に関する政府間パネル

図11．地球温囁化にともなう海面上昇と大阪湾岸の被害予測図（Hシャピロ、2001）
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『大阪平野＝改変され紬ナた」地と川』（人橋）

平野では縄文期の海がほほ帆された状況になり、大部分が水没してしまう。

＋3mの高潮・津波災執こ見舞われたなら、驚愕的な被災区域と被害の規模に

陥る。

2）つくり変えられた大阪の河川（（図12）

平野の人工地形改変　それぞれの時代に人間活動に好都合な方向で展開され

弥生時代以来水「偶作の展開を軸として中小河川の治水や水利体系が整備さ

れ、地形の改変が行われてきた。

歴史時代における最大の人「地形改変は回避の付け替えや風可の開削であっ

近現代では湾岸の埋め立てによる人規模な十地造成が特徴的であり、そこに

工業用地や近代港湾施設がi汁した0その結果、かっての日然海岸が次々と消

失して幾何学的なものに一変した0都巾河川と化した河道のショートカソト1▲

事と連続高堤防が出現した。

①　新（現）淀川の河道は明治期に完成した。

占‾代、仁徳期日年の茨旧堤の築堤となにわの僻目大川）の開削は記録に残

るわが国最初の捌く7卦l▲木工事である0当時の淀川は河内湖の北岸に流入

しており、そこに三剛、lを形成していた0古川はその一支流であった。

和気清廉Hは「摂渾・河内両国の櫛こ川を捕り堤を築き、荒陸の向より河内

川を導き西方海に通したならは多数の沃田が聞けるであろう」とt張して、延

暦7年延べ23ノブ人を動l月して三田川の分流（788頃の難工事を遂行した。

清麻Rはまた、⊥町台地を開削して平野川（大和川の支流）を淀川から分離

して新川を訂画したが実現しなかった0すなわち、天王寺公園茶「仙の旧谷底

地を西端として、鋸越神社南を通り阿倍野区杭全町付近で平野川に結ひつける

という計画であった。

律令制度が徐々に崩壊しつつあった平安時代には荘園を中心に、村落ことに

土地開発が隠極的勺に行われた0闊堤・珂純子（捌削、垣内・環濠集落、段倉
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『大阪平野＝改変され続けた土地と川』（人橋）

図12．大阪平野の古地理と河川改修（藤野、1991）
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『大阪平野＝改変され続けた土地と川』（大橋）

（水屋）を構築してくらしを死′、ける姿の一端が残されている。

戦国期以降、築城等の軍事技術を河川技術に転用し、大規模な土地開発か行

われ、淀川ノ1岸の連続堤防（鵡長堤）が築かれた。

江戸臥淋1瑞酎二よる九条島新川・安治川開削は天保山の出現に繋がり、

甲に治水事業というだけではなく、さかんになった海上交風こ対応した水運の

再編という目的があった0下流部の安翻■ト尻雛‖ト木津川などの鮎川開削も

同様な性格をもっていた。

神崎川の分離〔1876）に続き、明治柑年の大水害人洪水を契機に新淀川

（1896）の開削と長人連続堤防の完卿こより現在の組■ゆ姿が完成した。

②　古市の大溝梁

河内南部における■1一代の人目叶道の代表的なものである。石川と人和川の合

流か）向にある古市占墳群の車で秋山■‾仙雄によって発見・研究され、通称

「ん市の大酒」と言われているD河南橋付近より石川の水をノⅠ岸に川、てまず

鞘甫を瀧漑し、それより崩り持付近から旧丹南・志紀郡の方へ石川の水を引く

ために子」われた、一人十本工事であるp西山の大阪湾に隣接している百言古墳

群なとの「／Ⅰ世糸己型」の大型前方後円墳群はこの水利権を背景とする水支配と

割安な関係かあるものと考えられている0河内平野の地形発達と大治水1事は

強凶な権力の集中の反映であろう。

③　宿願の付け替え工事が実現した大和川（図13）

すでに古代に、先行する大和川lの瀬哲構想がたてられていた。住吉の加工の

開削した和気清麻Hは廷暦ノ」咋（788）、さらに東側の仙台地をり川開いて大

和川に連絡する運河の開削を計画した0だが、当時の」二木技術ではとても実現

は凶難であった。

江戸中期（17伸年）、河内農民によって、清麻R以来の宿願であった新大和

川開削工事が実現した。

大和川の派川はいずれも排山十秒か多く、天井川化が老しい。そのため破堤

による水害の危険性か極めて大きいことが人工事の直接的な動機となった。
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『大阪平野＝改変され続けた土地と川』（大橋）

図13：大和川付け替え後に形成された新田（大阪府柏原市．1998）

北部低湿地（河内・若江・讃良・茨目－い高安なとの諸郡）の農民の代表者、

河地郡の庄屋九兵衛とその息子、申甚兵衛の二代にわたる熱望が実を結び、石

川の合流点で瀬替えをし、塀滴北方へ流す治水計画は、九兵衛の死後50年にし

て終に幕府を動かし、清麻呂以来の懸案を実現した。

河村瑞賢（1618～99）は大和川の氾濫を抑止するには、ト町台地から両方へ、

淀川の河口の流路を整えて、水畦を良くすることが大事であるという持論のも

と、安治川の河口に港をつくり、舟運をよくするために河口を何度も凌潔し、

その土砂で航行のための印判Il（天保山）をつくった。東回りや西回りの航路

を聞いた彼は海上輸送に関心が高く、港を良くし水運を発展させることに重点

を置いた。そのため、河内の治水問題は先送りとされていた。

大事業の背景には年々水苔で苦しむ約15石／15，000町歩の農民の救済という
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『大阪平野＝改変され続けた「地と川』（大柄）

図14：河内平野の水系パターン（角屋　睦、1972）

ことたけではなく、新川開削で300町歩の一一地が潰れるが2000町歩の新田かで

きるという魅力があった0河村瑞賢の死後に、人板東町奉行所が認可し、工事

を開始した0むろん、新川予定地の市姓たちの反対運動も激しかった。

工事の概要は総延長145km、河幅百聞（180m）、築堤、桝削、樋門、悪水

路建設のはか付帯工事として西徐川、大東川付け替え［弘1三間川改修－J▲事

からなり、L車最は用地27463町歩、人夫延約250万人、－1二費71，503両、築墟・
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『大阪平野＝改変され続けた土地と川』（人橋）

掘削の土星はそれぞれ120万誠であったが、なによりも驚くのは、わずか8ヶ

月という超スピートの工期であった。

波及効果として、砂質上で水はけが良い天井川化した旧河道は棉作の適地と

なり河内平野のその後の農業に重要な影響を与えた。

当時、綿作の1反歩は米作の3反歩の収穫に相当するといわれた。これ以降、

木綿という特産晶が育ち、商業的農業の繁栄の基礎となった。河内の豪商たち

は競って深野他・鴻池等の新田開発を敢行した。その結果、約3000町歩の農地

が新たに加えられ、鴻池新田なと豪商の名が地名に残っている。

④　寝屋川の地形・水系の特色と水害常襲地帯の形成

」とは淀川堤防以南、繭は大和川堤防以北を流域とする。網の口状の複雑な河

道（図14）をもつ典型的な郡巾河川である。270k戒の流域面積をもつ○そのう

ち東部の牡的山地流域が70kn柁約26％、内水域の平地剛日が200kn律約74％○

わが国有数の大井川地苛であることに加えて、地盤沈下の影響（図15）もあり

断血図からも読み取れるように大阪湾の満潮面より低い地区（図16）が見られ、

まるで浅い11mの中を流れているような河川である。

淀川と新大和川にはさまれた河内平野のなかで、」ヒ部の水は寂眉馴lに、南部

の水は第二寝馴lに集まり、大川に流入する。生駒山地を除けば、ほとんと水

源癒養域をもたず、おもに排水を目的とした治水が行われているため、卜水的

な性格が強い。

出口である大川との合乱射ゝネソクとなり、疎通能力が侍めて弱く、慢性的

排水本良に原因をもつ水害常盤地帯を形成している。また、急激な郡山化、ス

プロール現象の進行にともない内水災害が拡大している。現屯、」ヒ部の池沼の

遊水地の機能を復活させながら全国的にも拝目される「総合治水」事業が進め

られている。

河内平野の治水策として第一寝馴lと第二寝馴Iの開削は早くから着手され

ていた。

風習川は東部山地河川群の流下水をピークカソトして第一寝厨川にまとめる

役割を担い、あきらかに人工河川と見なされる。nr期には舟運としても機能

した。
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『大阪平野＝改変され続けた土地と川』（大橋）

旧淀川～第一寝屋川沿い地盤高縦断図
・　　■FP　　－　　　　　一・・・・・－

・．早二∴　ミiiこ：：きミミ，

＝　三■Jl：　　　　　　　　　　　・tq■

棋　喜銅㍊日日棋

b一中央環状線沿い地盤高横断図

二．■ご三

図16：河内平野の東西（a）・南北（b）地形断面図（アーバンクボタ、1991）

⑤　城下町構想と堀川

古代、難波律や住吉樺の開削はし町台地の西側に沿って発達した砂州列とそ

の間の長い潟湖列（、蝦び浜）の地形を巧みに利用しながら行われた。

Il亜末になると戦国期に急速に進歩した築城技術を背景にして大規模な卜木

工事が各所でてJわれた。

1583狛こ始まる豊臣秀吉の大阪城築城と城下町形成過程で多数の堀川の開削

もその好事例である。

惣構と呼ばれ、大阪城の最も外側の防御の役割を担った据は、北を淀川と

大和川、東を描問川、西を人工的に開削した東横掘川が用いられた。この東低

掘川の完成は1585年とも1594年ともいわれ、当初新堀と呼ばれていた。1615年

までに、天満堀川、西構堀川、百聞堀川、阿波堀川が相継いで開削され、後に

道頓堀川が加えられた。

豊臣氏滅亡後、人坂の町の復興に際し、村の強制移住が行われ、従来耕地で

あった部分が町地や鳳日日こ転換されていった。丁に和年間から寛永年問（1615～

1644）にかけては圭剛日の開削が最も盛んな時斯であり、これは大坂冬の陣（

1614）・夏の陣（1615）以降の町の復興と密接に関係している。すなわち、道

頓堀川、江戸胤11、京町拗川、良風川、海部矧1－、立売琳川、薩摩堀川の7堀

川が完成され、さらに1698年には堀汀川が開削された。
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『大阪平野＝改変され続けた十地と川』（大橋）

大坂市街地は本来、上町台地およびそれに隣接する難波砂堆と大満砂唯の部

分以外は低温地からなり、本来居住に適さないL地であった。このような＿L地

条件を克服するために、西憤堀川以酎）鵜川を開削し、鋸〕あげた1秒を用い

て盛土し住宅地が造成された。

開削当初の搬川は10～20問（182～364m）の幅をもっていた。後には船の

運航に卜分な8問（146m）に術小0巾内にめくらされた堀川（運河）は淀川・

大和川の水運と瀬戸内海水運を結びつけることとなり、西は木津川沿岸、南は

道頓堀川沿岸にまで広がる市街地が形成され、「天下の台所」大坂の経済的繁

栄かもたらされた0その後、道頓堀川以南の開発も徐々に進み、1732年11月に

江戸捌肘の米蔵と難波御蔵が築

造されたのを機に、翌年これと

遥頓垢rlとを結ぶ．富津人掘川が

開削された。この頃は享保の大

飢饉（1732）の影響もあって、

この姫川開削日体窮民救済事業

としての性格をもっていた。

1733惣勺、難波入腺川（難波

新川）か開削され、1740年には

天1三寺村銭座か、1752年には＃

府の米蔵である天王寺御蔵が設

けられたことにより、舟運はに

改修・開削水路

一一一一一　也lt水路

図17　平野川改修図

『大阪の川一部「†仲川的変遷』を　附箸■L
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きわいを見せた。このように水

路網が完成され、「水の郁」大

阪と呼ばれるにふさわい、景観

が成立した。

⑥　平野川と渡来人／コリア

タウン（図17）

牛野区を南北に流れる旧平野



『大阪平野＝改変され続けた］地と川』（大橋）

川はかって、百済川とも呼ばれたD仁徳天皇の時代、そこが自済からの渡来人

たちが集団居住した十地一百済郡百済郷一であった0先進的な土木技術集団で

ぁった渡来人たちは猪飼野の北にある河内湖の干拓、耕地化、架橋、難波の掘

江の掘削等に活躍した。JR百済駅や、「R本部己」に登場する緒甘樺が転じ

た猪網野という地名も豚や猪を飼っていたことに由来する。

低湿な平野川下流の上励まもともと農村地帯であったが地価も安く、明治時

代以降には軍需産業強化の国策にともない1▲場の進出が著しく、労働力小足を

補うためこの他に集まった朝鮮人たちが急増した。敗戦時には45万人にも達し、

今日の20万人近い「在日朝鮮人・韓匝伏」の集住の歴史的核となった0

1919年、鶴囁耕地整理組合が結成され、湿地のなかを蛇行する平野川のシ／ヨ‾

トカソト」事（運河開削）とlR河道の埋め立て工事が行われた。この際にも多

数の朝鮮人労働力が動員された。大阪一済州島の直接航路が開かれた、1923年

以降には同島出身者が激増した。猪網野は1973年に、コリアタウンで知られる

鶴橋（鶴嚇）、桃谷、中川に変わった。

5．さいごに－不断に続く地形改変

大阪平野は弥生期以来、わが国でも鼻も古い土地開発の歴史をもつ地域であ

り、とりわけ・1・し堕末から近現代にはそのテンポが凄まじい。

大阪平野は、縄文の海から誕生した。大阪湾東部をそこに流れ込む淀川や大

和川の埋め止ててゆく過程で形成された土地である。

「水の都大阪」、という言栗から、単なる河川や港、交通網にホされる景観

的要素やそれに関わる商業活動のみを連想しがちである。だが、大阪平野の形

成を通じてわれわれの祖先が培ってきた樺漑・治水の人士木上苛と、その歴史

的背景を看過してはなるまい。

大阪平野を流れる抑l卜群の大部分が本来の回避や河配を示すものではない0

大部分の地形景観は．Ⅲ以来、稲作文化の発展や近代化・都市化にともない人

為的に構築されたものである。したがって、巾街地の卜に隠れた、足元に広が

る地形環境は必ずしも甲純な自然史（物理）的過梓の一断而（登）といえず人間
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『大阪平野＝改変され続けた上地と川』（大橋）

によって改変された要素かあまりにも大きい0と。わけ、明治以来の100年間、

近代化の過程で、止まることを知らない局度経済成長の時代的要請と近代土木

技術の進掛こよ1て、自然環境が克服されるという人間中心主義の幻想のもと

広域で、人規模に、かっ短期間に人工改変され掛ナてきた0その反作用が災害

や環境問題というかたちで蔓延している0水害を事例として見ても、自然条件

だけでなく、地域の席業、くらしや文化を反映した上地利用の急激な変化にと

もないその様相が変化・進化してきている0地盤沈下のように新たなタイプの

環境破壊が垂合し、馴・要因も▲椚複合的なものとなってきている。

要するに、人間は潜在的な自然・地形環境の拘東から末だ解放されてはいな

い0このことは将来においても変わらないであろう。

近年、都市化にともない土地の高度利用という目的のもと市街地の立体化一

局層化と地卜化－か急速に進行しているロ巨人なヒル群や大規模施設の出現は

人t地形として見逃せないDそして、ヒル風災害や1■照権問題なとが新たに浮

上し、景観として把握しにくいが－50mを超える深地下開発が今後はさらに一

般化してゆくことであろう0また、過密の拡散現象として、近郊捌寸地帯から

佃・丘陵地嵩に都市化か波及する一カ、大阪湾岸では水深15m前後の遠浅

の海域から最近では－20mの沖合い海上へと十地造成の対象区域が拡大され

（関空はその先駆的事例）、海「都巾、へイェリア（環大阪湾）構想もすでに公

にされている。

こうしたなかで、人阪平野の地形の実態や特質を単なる物理的な土地・地形

質源としてではなく、安全で快適なくらしや文化の舞台一地形環境－としても

う　一度捉えなおすことが今求められている。
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